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正味財産の部合計

差額

行
政
費
用

給与関係費 ‐ 225,885 ‐

行
政
収
入

地方税等 ‐ 0 ‐
物件費 国庫支出金
維持補修費 ‐ 19,721 ‐ 都支出金

144,624 ‐
‐ 0 ‐

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 27年度 28年度 差額 勘定科目

‐

減価償却費

ゆいの森あらかわ及び各図書館の蔵書
数÷住基人口

区民一人当たり総貸出点数
（点）

9.0 9.0 8.3 9.0 10.0
ゆいの森あらかわ及び各図書館の個人
総貸出点数÷住基人口

3.4 4.0 4.2 4.8区民一人当たり蔵書冊数（冊） 3.4

ゆいの森あらかわ及び各図書館のレ
ファレンス件数の総計レファレンス件数（件） 3,881 4,475 4,001 4,000 5,500

27年度 28年度

1,600,000

個人登録者数（人） 52,73754,34552,00054,000

指標に関する説明
26年度 27年度 28年度

29年度
見込み

目標値
(38年度)

施策の成果とする指標名

56,000

1,800,000図書館入館者数（人） 1,288,224

文化創造都市

10

施策名 「読書のまちづくり」の推進

活力ある地域コミュニティの形成

お住まいの地域における子育て・教育に関する事業・サービス・施設などが充実
していると思いますか

生涯にわたって学習できる環境が充実していると感じますか

お住まいの地域の方と交流することで充実感が得られていると思いますか

　図書館における蔵書の充実やレファレンス（読書支援）の更なる向上を図り、生涯学習やボラ
ンティア活動の拠点として地域に親しまれる図書館づくりを進めるとともに、様々な読書活動の
促進により読書環境を整え、「読書のまちづくり」を推進していく。

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
26年度 27年度 28年度

生涯学習環境の充実 2.91 2.96 2.94

2.67

充実した余暇・文化活動、地域
の人とのふれあいの実感

2.47 2.49 2.53

2.71

子育て・教育環境の満足度 3.46 3.46 3.43

地域の人との交流の充実 2.67

1,271,3371,212,764

施策分析シート（平成29年度）

施策No 10-03
部課名 地域文化スポーツ部地域図書館課

課長名 中野

指標の推移

充実した余暇・文化活動や地域の方とのふれあいのある生活が送れいていると感
じますか

指標の推移

ゆいの森あらかわ及び各図書館の入館
者数の総計

ゆいの森あらかわ及び各図書館の個人
登録者数の総計

指標に関する質問文

内線 439

関連部課名 地域文化スポーツ部ゆいの森課

行政評価
事業体系

分野

政策

Ⅴ

‐ 0 ‐

‐ 42,771 ‐ その他 ‐ 1,529 ‐
不納欠損・貸倒引当金繰入額 ‐ 0 ‐ 行政収入合計(a) ‐ 1,529 ‐

扶助費 ‐ 0 ‐ 分担金及び負担金 ‐ 0 ‐
補助費等 ‐ 973 ‐ 使用料及び手数料 ‐ 0 ‐

行政費用合計(b) ‐ 473,860 ‐ 通常収支差額(c)+(d)=(e) ‐ ▲ 472,331 ‐
特別費用(g) ‐ 0 ‐ 特別収入(f) ‐ 0 ‐

賞与・退職給与引当金繰入額 ‐ 4,749 ‐ 行政収支差額(a)-(b)=(c) ‐ ▲ 472,331 ‐
その他行政費用 ‐ 35,136 ‐ 金融収支差額(d) ‐ 0 ‐

貸
借
対
照
表

勘定科目 27年度 28年度 差額 勘定科目 27年度 28年度 差額
流
動
資
産

収入未済 ‐ 0 ‐ 流動負債 ‐

固
定
資
産

有形固定資産 ‐ 1,292,326 ‐ 賞与引当金 ‐ 4,749

4,749 ‐
不納欠損引当金 ‐ 0 ‐ 還付未済金 ‐ 0 ‐

‐

特別収支差額(f)-(g)=(h) ‐ 0 ‐ 当期収支差額(e)+(h) ‐ ▲ 472,331 ‐

建物 ‐ 1,991,870 ‐ 固定負債 ‐ 78,316 ‐

その他の流動資産 ‐ 0 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐
‐

土地 ‐ 319,521 ‐ その他の流動負債 ‐ 0

工作物等減価償却累計額 ‐ ▲ 94,477 ‐ その他の固定負債 ‐ 0
無形固定資産 ‐ 0 ‐ 負債の部合計 ‐ 83,065 ‐

建物減価償却累計額 ‐ ▲ 1,019,066 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐
工作物等 ‐ 94,477 ‐ 退職給与引当金 ‐ 78,316 ‐

‐

資産の部合計 ‐ 1,329,701 ‐ 負債及び正味財産の部合計 ‐ 1,329,701 ‐

建設仮勘定 ‐ 37,375 ‐ 正味財産 ‐ 1,246,636 ‐
その他の固定資産 ‐ 0 ‐ ‐ 1,246,636 ‐



No2

重点的に推進 重点的に推進
　図書館は、区民の生涯学習活動、区の情報発信の拠点として最も
身近な存在であり、自立した区民の成長と地域の活性化の礎となる
公共施設であることから、当該施策の優先度は高い。

施策の分類
分類についての説明・意見等

29年度 30年度

現
状

今
後
の
方
向
性

○平成27年度の荒川区政世論調査では、図書館を利用しない割合は57.5％と半数を超えている。
○ゆいの森では、30万冊規模の開架書架等を活用し、特集コーナーの設置やイベント関連資料の
展示を行い、図書資料を積極的に活用している。
○各地域図書館では、それぞれ分野を定めて専門資料を収集し、特色ある蔵書整備を進めるとと
もに、地域に根差した事業を実施している。
○『荒川区子ども読書活動推進計画』（平成18年４月策定、第三次の計画を平成28年４月に策
定）に基づき、柳田邦男絵本大賞の開催や学校図書館との連携、10代の子どもたちに向けた参加
型イベントの実施等により、子どもたちの読書環境を整備し、自主的な読書活動を支援してい
る。

施策の現状・課題・今後の方向性

課
題

○より多くの区民が図書館を利用するよう、本を借り読書を楽しむ空間としてだけでなく、飲食
や会話も楽しめる滞在型の図書館づくりを進める必要がある。
○ゆいの森では、読書機会の創出と増加に向けて、より魅力的に展示された書架づくりを進める
必要がある。
○各図書館における特色あるサービスや収集資料の内容について検討を深め、より多くの区民に
愛される図書館づくりを進める必要がある。
○図書館の利用者登録率は、中学生以降低下傾向にあるため、子ども読書推進活動を更に推進
し、生涯を通じた図書館利用へつなげていく必要がある。

○生涯学習や地域活動の拠点として、区民に愛される図書館づくりを進め、乳幼児から高齢者ま
で、様々な世代が利用できる滞在型図書館の実現を目指していく。
○ゆいの森では、魅力的に展示された書架づくりを進め、読書機会の創出と増加を図る。
○「荒川区立図書館の運営に関する基本的な考え方」にもとづき、地域の特性や利用者のニーズ
を踏まえながら図書館のあり方を検討し、専門資料の収集や特色ある蔵書整備など、地域に根ざ
した図書館づくりを進める。
○学校・幼稚園・保育園等と連携を更に促進するとともに、お話し会や理科読など図書館事業の
充実を図り、子どもたちの読書習慣を育む。
○図書館の蔵書や館内スペースを有効活用し、学習支援事業を実施するなど、子どもたちが安心
できる居場所づくりを進める。
○区内公共施設や民間事業者等と連携し、区を挙げて「読書のまちづくり」を進める。



　区民や宮前公園の利用者に親しまれ、
地域の図書館としてシンボル的な建物に
なるよう設計、建設準備を進めていく。

新尾久図書館の整備 05-05-04 ‐ 37,624
重点的
に推進

重点的
に推進

地域図書館施設の管理 05-05-01 75,052 73,981

‐ ‐

05-05-03 4,320

合　計 155,221 254,011

71,040 推進 推進

　魅力ある地域の図書館の実現に向け、
区の中長期改修計画及び荒川区立図書館
の運営に関する基本的な考え方を踏まえ
継続して取り組む必要がある。

特色ある地域図書館の推
進

05-05-02 75,849 71,366
重点的
に推進

重点的
に推進

　地域図書館の魅力をさらに発揮できる
よう、各館の利用者や地域の特性を踏ま
えた資料収集や独自の取組を実施する。

図書館施設の改修

継続

　図書館の管理運営にかかる事業であ
り、前年度並の決算額を目指し、効率的
な維持管理業務の執行に努め、継続して
実施する。

推進

27年度 28年度

推進

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業
No

決算額（千円）
施策推進のた
めの分類

分類についての説明・意見等

中央図書館運営費 05-04-04
　「読書のまち　あらかわ」を実現する
ため、図書館サービスについて周知し、
活用してもらう必要がある。

29年度 30年度

継続


